
ＣＣＣは開設５周年を迎えました。

　CCC（コミュニティ・コラボレーションセンター）とは、学生が学外で生
きた学びを得られるように支援する教育機関です。地域、社会、世界の人
と々出会い、協働することで、大学で学んだ知識を活きたものにしていける
ようにサポートしています。これまでに、多くの学生が CCCを通して、地域
に飛び出し、NPOや市民団体、企業などと連携して共に活動しています。

P.1  ＣＣＣ開設５周年
　　チャレンジファンドＮＯＷ　『コミュカフェ』
P.2　東日本大震災支援
　　ボランティア活動報告　『アジア保健研修所』
P.3　特集：学生作成のＣＣＣ制作物紹介
　　先生が大学生だった頃…　 都築久義先生
P.4　学生スタッフ活動紹介

　2006 年 9月に誕生したＣＣＣは
2011 年 9月で 5周年を迎えました。
これまでに築かれた地域と学生の縁を
大切に、新しい可能性を皆さんととも
に創りあげていきたいと思います。
　今後もＣＣＣは、地域のため、未来
のため、そして自分のために走り続け
る皆さんを全力でサポートします。
　　

　コミュカフェは毎月 1回、デイサービスセンター「やさしいところ」で、利用者さんと
学生、地域の人がつながる場づくりを行っています。防災カフェ、勉強カフェに続き、
3回目となる今回は夏まつりにちなんで浴衣カフェを行いました。

NOW

　　　
　いつも来てくれる施設の利用者さんの他、看板を

見て初めて来てくれた方などもいて、とても嬉しか

ったです。継続してきた結果が徐々に現われてきて

いる様に感じました。会場はまさに「多世代交流の

場」。生後３ヶ月の赤ちゃんから、80 歳を過ぎたお

年寄りまで、みんなが笑顔になれる、そんな場所は

コミュカフェならではだと思います。

　これからも楽しいコミュカフェを作っていきたい

と思います。

回回、デ、デイサイサービービスセスセンタンター「ー「やさやさしいしいとことこ
場づ場づくりくりを行を行 まますす 防災防災カカ

★キャンドルナイトの様子★

地域の方も
気軽に参加☆
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　愛知淑徳大学からは、ＡＨＩのボランティアにたくさんの人が協力してくれていて、本当にありがとうございます。
日曜日に研修生の観光やショッピングに同行するお出かけボランティアは、英語を使って交流をしたい人たちに人気
です。アジアの訛りの英語は、慣れないと聞き取りにくいことがあるかもしれませんが、コミュニケーションの基本は
「気持ち」ということを感じていただける機会になるのではないでしょうか。研修生たちにとっても、ボランティアの
方たちにとっても、単なる観光、ショッピングに終わらない、交流、相互理解の機会にしていただけたら
嬉しいです。この他にも様々なボランティアがあります。一人一人の得意なこと、できる時間等に応じて
　　　　内容を決めていきます。関心のある方は、毎月第４土曜日、２時～４時半の「はじめて講座」へ
　　　　ぜひ参加してください。

昨年、私はＡＨＩ（アジア保健研修所）のお出かけボランティアに参加させていただきました。このお出かけボラン
ティアは、アジア各国からＡＨＩの国際研修に参加している、アジアの農漁村や都市スラムで活動する保健ワーカー
たちと交流するプログラムです。当日研修生たちとは、教会、熱田神宮、老人ホーム、100円均一などを回りまし
た。また、老人ホームでは得意の歌やダンスなどを披露し、アジア各国の研修生たちだけでなく、老人ホームの方々
や職員さん、私たちまでもが一体となって楽しい交流を進めることが出来ました。普段聴いたり見たりすることのな
い異国の歌やダンスを間近に感じられて、改めて国際交流の楽しさを実感しました。
　そして、今は10月10日の体育の日に行われるオープンハウスの実行委員としてＡＨＩに関わらせていただいて
ます。このイベントは、アジアの料理や民芸品販売、踊り、音楽、ＡＨＩ研修生たちとの交流など、アジアやＡＨＩ
の魅力が体験できるイベントです。実行委員会は、月に2～4回、土曜日の午後にオープンハウスの企画や準備を進め
ます。準備は大変ですが、とても充実した日々を送れています。ＡＨＩという場所で、沢山の素敵な方たちと交流す
ることができ、自分の視野が広がったりと素晴らしい経験をすることができました。これからも色々な形でＡＨＩに
関わることができたらと思います♪

「愛知淑徳大学たすけあい基金」に関するお礼とご報告
東日本大震災に対し、学生有志が学内募金活動を行い、1,448,716 円のご厚意が寄せられました。
義捐金と支援金の両方で全ての寄付先が決定いたしましたので、ご報告いたします。
皆さまの温かいお気持ちとご協力に感謝申し上げます。
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学外に出て活動しよう

メディアプロデュース学部開講科目『パブリシティマネジメント入門』の履修生が
ＣＣＣの紹介物を作成してくれました！

　この授業は行政、NPO活動等といった非営利活動における効果的な告知方法や最近盛んになっている市民の
メディアアクセス活動について学ぶことを目的とし、個人やグループでのワークを中心とした『参加型』『体験
型』の授業です。授業の後半では、グループワークの課題として、CCCの紹介作品を作っていただきました。
授業時間外にも積極的に CCCに足を運び、とても素敵な作品を披露してくれました。ここで、その一部を紹介
いたします。

①つくったもの
②ねらい　─誰にどんな支援を依頼するか
③工夫　　─②を達成するためにどんな工夫をしたか

①　うちわ
②　夏休みにボランティアを始めたい
　　と思っている学生対象
③　夏の楽しいイメージ！
　　コンサートのようなうちわで
　　インパクトを出した。
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　　と思っている学生対象
③　夏の楽しいイメージ！
　　コンサートのようなうちわで
　　インパクトを出した。

①　リーフレット
②　新入生、初めての人対象
③　明るくポップな色づかいで目を引
　　くようにした。
　　すごろく風にして、楽しみながら
　　CCCを知れるようにした。
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　　CCCを知れるようにした。

①　しーちゃん型ポスター
②　暇人対象
③　パステルカラーで目立つように！
　　カラフルさを前面に出して、
　　エネルギッシュな感じを表現した
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③　パステルカラーで目立つように！
　　カラフルさを前面に出して、
　　エネルギッシュな感じを表現した

   広報物を作る上で1番大切なのは「顧客に聞く！」ということです。どんな人をターゲットとするのか
を具体的に絞り、その人たちがその広報物を見て「これは自分だ！」と当てはまるものを作らなくては
なりません。CCCの広報物でも、場所も知らない新入生を対象とするのと、暇を持て余した学生を対象と
するのでは「これ自分のこと言っている！」と思わせる仕掛けは異なると思います。皆さんも広報物を
作る際にぜひ参考にしてみてください。

担当教員　木村真樹先生（コミュニティ・ユースバンクmomo代表理事）よりコメント

　田舎の高校から東京の大学へ行った時、周囲の学生が「大人」に見
えてショックだった。さっそく遊びを覚え、政治や思想を勉強した。
大学で学んだことはあまりに身に付いていないが、遊びや学外の活動
を通じて体得したことは今も役に立っている。
　勉強は卒業してからでもできるが、課外活動は学生時代にしかでき
ないことが多い。学生時代はむしろ学外に出て、積極的に活動するこ
とが、感性を磨き人情や恩義を知り、人生を豊かにするだろう。

都築先生の大学生時代
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   私自身、学スタを始めて１年が経ちました。学

スタの人数も増えて活動も活発になっています。

そして、あっという間に終わってしまった前期。

早かったなぁ！夏休みのボランティア etc...

活動の報告、楽しみにしています♪


